




























































は 2010 年 12 月に X 線平面検出器搭載乳房 X 線撮影装置およびマ






























FBI（Flow-Spoiled Fresh Blood Imaging）( 以下 FS-FBI) において、
dephase パルス強度と Refocusing pulse の Flip angle ( 以下フロッ
プ角)を変化すると血液が低信号、すなわちBlack Blood Imaging（以
下 BB 法）近い画像が得られることに注目し、非同期にて Black 








【結語】　FS-FBI 法にて Black Blood Imaging を撮像する場合、
dephase パルス強度を最大にかつフロップ角を浅くするほど Flow 
void や dephase 効果により血液抑制効果はたかくなった。また従
























【結果】１）A：10 件　　B：5 件　　C：1 件　　D：8 件　　E：
6 件２）交通事故：19 件、転落外傷：11 件３）高エネルギー外傷
について a. 横転した車両事故：4 件　　b. 車両にはねられた自転車：
4 件 c. 搭乗者が飛ばされた二輪車事故：1 件　　d. 車両にはねられ
た歩行者：1 件
【考察】１）救急医が損傷を疑う部位や、患者の訴える部位を重点





患者に対して外傷全身 CT が行われ、その 3 割が高エネルギー外傷
によるものであることがわかった。小さな所見でも見落さないため
に外傷全身 CT は有用であることが考えられる。
【結論】損傷部位が多数あると疑わしい場合、外傷全身 CT による
有用性は高いと考えられる。
